
8/5(火)企画総務委員会では、感震ブレー
カーアダプター無償配布事業の対象範囲を
上目黒４丁目や中町１丁目、五本木２丁目
などにも広げたとの報告も。大規模地震時
における火災原因の約６割は電気系統との
調査もあります。なお東京都でも類似の事
業を行なっておりますが、そちらは建築主
となる住宅事業者対象で、補助率も1/2が上
限。 申込み期間はR8.2/2(月)まで。既実施
地域には周知チラシが配布されません。気

になる
方は区
のペー
ジへ。

キャベツひと玉の
値段に敏感でありたい

目黒区議会議員
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一般質問登壇、決特副委員長など。第３回定例会

9/9(火)都市環
境委員会では、
目黒区の一部地
域の絶対高さ制
限を現在の1.1倍
に条件付きで緩
和する都市計画

の変更(原案)の報告。その後の10/1(水)には
私も所属する都市計画審議会(一部の議員と、
学識、区内各団体、公募のメンバーで構成
される)で直接説明を聞くこともできました。
「原案の案」は既に3月に出されています

が、説明会や区民意見募集を経ての報告で
した。今後は「都市計画(案)」の広告・縦覧
を経て、来年3月に都市計画が決定すること
になります。ポイントは以下の通り。
・日影規制は現状のまま
・区内の40.2%(※)を占める第一種低層住居
地域は対象外
・住環境の向上に資する取組みも条件(下図)

老朽化したマン
ション(特に旧耐震
の建物)の建替えが
課題になる一方、良
質な住環境を守って
欲しいという様々な
地域からの声にも心
を配りながら臨んで
きたことが窺えまし
た。なお絶対高さ制
限の緩和に一定の条
件を求めるのは全国
の自治体でも初の取
組みではないかとのこと。他自治体の真似
や後追いではない新しい試みへの挑戦に、
私もワクワク。
(※目黒区都市計画マスタープランより)
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バタバタと過ごして区政レポートの発行

が遅れているうちに、気付けば師走が目前
に。スーパーマーケットで働いていた時に
は年末が近づくにつれて猛烈に忙しくなっ
ていきました。区議に初当選してからの年
月の方がダイエー勤務より長くなった今で
も、これからの時期の店内BGMには条件反
射でソワソワしてしまいます。

そして本当に盛り上がるか心配しながら
秋の初めに質問したデフリンピックも、始
まってみれば大盛況となっていました(報告
は次号で！)。
また私が毎年挑戦している目黒区の手話

通訳者登録試験、今年度からは12月の「手
話通訳者全国統一試験」の合格者が目黒区
で面接に臨むという形式に変更となりまし
た。手話に光が当たる機会が多かった１年、
有終の美を飾りたいです。

ません。目の前の1票を追いかけがちなの
が政治家の性なのかもしれませんが、将来
世代のことも考えた長期的な視点は見失わ
ないようにしたいです。

また決特の副委員長としては所属政党に
関わらず中立的な立場から、議会側の質問
に対して役所の答弁漏れがないか、いかに
円滑に委員会運営ができるかを意識して過
ごした6日間。質疑応答のメモは合計で12万
文字を超え、多彩な議員がいることにも改
めて気づかされました。昨年4月の区議補選
から３年間の任期
はもう折り返し。
後半で何をしてい
くか、しっかり考
えて議会に臨んで
いきます。

絶対高さ制限、少し緩和 感震ブレーカー無償配布

委員会等での報告もピックアップ！

9/4(木)～30(月)の第3回定例会では区政
全般について尋ねることができる一般質問
に立つ機会を得たほか、決算特別委員会(決
特)の副委員長に。

一般質問の内容は裏面見開き右
側に記載しますが、学校の建替え
に際して区民センターを一体化し
ていく場合の土地の利活用をどう
するか、手話言語条例制定(４月)

やデフリンピック(11月)という機会に聴覚
障害や手話への興味関心をどう今後に繋げ
るかの２点について尋ねました。1点目の土
地の利活用については、もう少し突っ込ん
だ内容にするか迷ったものの、将来の選択
肢を狭めないように意識しました。建物は
建ててから何十年も残りますし、目黒区で
土地の確保ができる機会もほとんどあり

陳情が形に。第２回定例会(6/17(火)～30(月))
た議会に向けて一歩前進する機会に。実
際の賛否は陳情も含めて３ページに
わたって掲載されています。ご興味
のある方はぜひご覧ください。

これまで会派ごとの賛否しか公開されて
いなかった区議会のホームページ、今回の
定例会からは個々の賛否の状況も公開に。
以前も自民党の会派のかたが退席した時に
は区議会だよりや議事録などにそ
の記録が残らないままでしたが、
この定例会からは会派内で賛否が
異なった場合なども議員の個別の
態度表明も記録に残せることにな
りました。

昨年に「広報・図書室運営委
員会」で議論したことが形になり、
少し嬉しいエピソードでした。な
お、この議論の発端は今年最初に
受理された区民からの陳情がきっ
かけ。なかなかお会いする機会が
なさそうな相手ですが、開かれ

資料より抜粋。他に八雲地区の一部も対象。

私の所属する文教・子ども委員会以外の内容ですが、生活に関わる内容をお知らせします。

https://www.city.meguro.tokyo.jp/bousai/bousaianzen/bousai/kanshin-breaker.html
https://www.city.meguro.tokyo.jp/bousai/bousaianzen/bousai/kanshin-breaker.html


視点からは不燃化や緑被率向上、空地の
確保に向けて、跡地の活用として公園とい

う選択肢もあり得ると考
え えられる。特に目黒区は

23区の中でも、区民一人
当たりの公園面積が中野
区に次いで狭い。区はど
のように認識しているか。

また公園以外にも様々な行政課題がある。
前例に捉われることなく売却や貸付けなど
も含めて幅広い視点を持ってベストな形を
探して欲しいと願っ
ているが、駅からの
距離や用途地域と
いった利点や制限か
らはどのような選択
肢があるか、改めて
示されたい。

Vol.31に引き続き、8/21(木)も鷹番小学校
の建て替えに関する基本設計素案説明会へ。
出席者は地域の方々、保護者の方々が半分
くらいずつという印象。出席された方々が
新しい校舎についてイメージしやすいよう、
模型なども展示していました。
後日の10/10(金)に開催された施設更新・
公民連携等調査特別委員会では、実施設計
案の報告。このタイミングで、8/21(木)の説
明会への様々な意見や質問へのフィード
バックも。実際の委員会資料は私のホーム

ページ
で掲載
してお
ります。
ぜひご
覧下さ
い。

7/29(火)は世田谷区でインクルーシブ教育
推進に尽力する名谷和子氏を招き、近隣区
の立憲の仲間と勉強会。世田谷区以外にも
様々な先進事例があることを学びました。
なお日本の「インクルーシブ教育システ

ム」は、「障害者が障害に基づいて一般的
な教育制度から排除されないこと」などを
求める国連から是正勧告を受けており、
「インクルーシブ教育」とは似て非なるモ
ノだと批判を受けることも多くあるのが現
状です。
障害者にやさしい街は、歳をとっても、

ケガや病気で何かあった時にも、赤ちゃん
を連れていても暮らしやすい
街になるはずだと、１期目に
聴覚障害の当事者と接する中
で学びました。こちらも引
続き一歩ずつ取組んでいき
ます。

7/23(水)、東京都の特別区長会が主催する
議員向けの勉強会へ参加しました。テーマ
は特別区制度。「地方自治に詳しい」ハズ
の大学教授でもTVで間違えるほどマニアッ
クですが、区議としては重要な特別区の財
源配分とその歴史について改めて学び直し
ました。
私たちの生活に最も身近な「基礎自治

体」は一般的には市町村ですが、実は東京
23区ではS27からH12の都区制度改革まで法
的には区ではなく東京都が直接その役割を
担っていました。その名残で、本来であれ
ば基礎自治体である市町村の財源となる固
定資産税、市町村民税法人分、法人事業税
などは、東京23区では今でも東京都が
44.9%(R5年度決算で1兆円！)を都税として留
保し、残りの55.1%(約1.2兆円)を23区に分配。
しかし何故この配分割合なのか、詳細は未
だに区側に示されないまま。今でも東京都
vs 23区の財源争奪バトルは続いています。

１点目は手話を学ぶひと
りの区民として。今年は区
の手話言語条例制定やデフ
リンピック開催など、聴覚
障害や手話への理解促進に
は大きな機会となっている
が、単なる一過性のイベン
トに終わらせないで欲しい。
手話や聴覚障害に対して新

たに興味を持つ方々を増やすために、デフ
リンピックに向けてどのように機運醸成や
周知を図っていくか。

また来年頃までは手話への関心が高まる
と予想されるが、この時機に手話通訳養成
講座の申込み段階でどう工夫するか。そし
て共生社会の実現に向け、この機会をどう
活かすか。

そして目黒
区手話言語条
例では共生社
会の実現が、
さらに目黒区
基本構想では
多様性の尊重
が謳われている。デフリンピック開催との
相乗効果を持続させ、目黒区障害者計画の
基本理念でもある「誰もが自分らしく輝き
ながら共に暮らせる社会」を実現させるた
めにも、当事者との交流の機会に
ついてはどのように考えているか。

２点目とし
ては小学校の
建替えに際し、
住区センター
を一体化して
いく場合、防
災やみどりの
形成などの

一般質問については1面でお伝えした通り、２点の質問を行いまし
た。会派の人数によって持ち時間は変わりますが、今回は答弁も含め
て55分。質問内容は紙幅の関係で要点のみの掲載とい
たします。実際の質問や答弁の内容や様子は目黒区議
会議事録、または目黒区議会中継(録画)をご覧下さい。

第３回定例会 一般質問の要旨

区内に大使館の
あるエジプトなど
のパビリオンの訪
問の他に、最新技
術や近未来の日本
社会への興味から、
7/1(火)は会派の
メンバーで万博へ。

強い日差しにコンクリートの照り返し、
レジオネラで中止となった噴水、工事の終
わらないパビリオン、高すぎる昼食とおや
つ、飛べずに中止となった「空飛ぶクル
マ」など、現在の社会問題を奇しくも再認
識するひとときでもありました。

気候変動やパンデ
ミック、人手不足、円
安や物価高、日本の技
術革新の遅れといった
課題には引続き向き
合っていくことが求め
られそうです。

ただ一方で日本館や
会場の随所には、近世
(近現代ではなく！)の日

本にはサステナブルな社会のヒントがたく
さんあるというメッセージも感じました。
またここで見たICTやヘルスケアなどに関す
る様々な新しい技術も、多くの人々が恩恵
にあずかれなければ意味がありません。ど
のようにルールを整備ていくかは、行政や
政治に関わる私たちの宿題になりそうです。
翌日に委員会
視察が入った
私だけ日帰り
で慌しく帰路に
つきましたが、
今後の世の中の
在り方を考える
きっかけになり
ました。

各種視察や勉強会
夏～秋も、政務活動費を活用して視察や勉強会に臨みました。今回はどれも公費を使わ
ず私費で学んでいますが、いずれも議会での議論に活かしていきます。

続・鷹番小学校説明会

未来の日本を垣間見る
行って来ました、大阪万博

改めて学ぶ、特別区の制度
意外と知られていない、23区の特別ルール

インクルーシブを考える
先進自治体・世田谷区を参考に

都市で使うには大き過ぎる、空飛ぶクルマ

技術的にはLV.4の自動運転が可能でも、
現行法では運転手が必要

目黒区議会の今後の主な日程

月25日(火 時～ (議案付託)

月26日(水 時～

月27日(木 時～

月28日(金 時～

12月4日(木) 時～ (議案議決)

月10日(水 時～

月12日(金 時～

月26日(金 時～

1月9日(金) 時～

1月14日(水) 時～

1月23日(金) 時～

男子ハンドボールの応援へ

字幕の精度はさておき、日本手話・国際手話通訳と
日本語・英語字幕での情報保障もセットだった。

学芸大学駅近くの鷹番住区センターはR6年度の
利用率が73.15%で、区内ダントツの１位だった。

議会中継 議事録

最寄りの学芸大学駅徒歩23分の
油面は利用率32.88％と低迷。

五本木も含め住区センターの多くは
住宅街に立地し、用途の制限が厳しい。

膨大な量のの木材を使っており、
サステナブルだったのかは疑問。

http://www.shohei.tokyo/wp-content/uploads/2025/10/%E7%89%B9%E5%88%A5071010-1-%E5%A0%B1%E5%91%8A-2-%E9%B7%B9%E7%95%AA%E5%B0%8F%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E7%AD%89%E8%A4%87%E5%90%88%E6%96%BD%E8%A8%AD%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E8%A8%AD%E8%A8%88%E6%A1%88%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6.pdf
http://www.shohei.tokyo/wp-content/uploads/2025/10/%E7%89%B9%E5%88%A5071010-1-%E5%A0%B1%E5%91%8A-2-%E9%B7%B9%E7%95%AA%E5%B0%8F%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E7%AD%89%E8%A4%87%E5%90%88%E6%96%BD%E8%A8%AD%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E8%A8%AD%E8%A8%88%E6%A1%88%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6.pdf
http://www.shohei.tokyo/wp-content/uploads/2025/10/%E7%89%B9%E5%88%A5071010-1-%E5%A0%B1%E5%91%8A-2-%E9%B7%B9%E7%95%AA%E5%B0%8F%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E7%AD%89%E8%A4%87%E5%90%88%E6%96%BD%E8%A8%AD%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E8%A8%AD%E8%A8%88%E6%A1%88%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6.pdf
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